


安全上のご注意
ご使用（据え付け，運転，保守・点検など）の前に，必ず取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読し，正しくご

使用ください。また，機器の知識安全の情報そして注意事項のすべてについても習熟してからご使用ください。

お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管しておいてください。

このく安全上のご注意〉では，安全注意事項のランクを「危険」 と「注意」に区分して掲載しています。

|△危険 | :腎礫誤った場合に危険な状況が起こりえて死亡または重傷を受ける可熊性が濯定され
'△注意 | :鰡麓た締,騨撫蕊恩蕊の傷害や霊傷を受ける可龍催が想

なお「瓦~証詞に記載した事項でも.状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記戦しているので，必ず守ってください。

△危険

A注意

製品の警告表示ラベルは， ISO規格とJIS規格の場合があります。どちらも同様のお取扱いをお願いします。

零:鼎‘鰹意｣には該豐し議せんがﾕｰザｰに必ず守っていただ書たい…鰯運する個所に”
●

△危険
(全般）

･爆発性雰囲気中では，使用しないでください。防爆形モータを使用して
ください。

けが， 火災などの原因になります。

･活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業してください。
感電のおそれがあります。

･運搬，設置，配管・配線運転・操作，保守・点検の作業は，専門知識
のある人が実施してください。

感電けが，火災などのおそれがあります。

･エコノストップモータの品質管理には，万全を期しています。 しかし，
万一故障が発生して，ブレーキがきかなくなることを想定し，機械の安
全対策には十分な配慮をしてください。

(参照ページ）
……･……6

６
６

6

(据え付け・調整）

･天井や壁にモータを取り付けて使用する場合， 条件によっては落下のお

それがありますので，使用可能な範囲についての詳細は， カタログや技
術資料に従ってください。

けがのおそれがあります。

8

（配線）

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって
実施してください。

感電や火災のおそれがあります。

･電源ケーブルやモータリード線を無理に曲げたり， 引っ張ったり， はさ
み込んだりしないでください。

感電のおそれがあります。

･アース用端子を確実に接地してください。 ． ･ ･ ･…“………”.….….……”. . ‘

感電のおそれがあります。

10

10

’ 10， 11
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A危険
(運転）

端子箱のカバーを取り外した状態で運転しないでください。作業後は，

端子箱のカバーを元の位置に取り付けてください。

感電のおそれがあります。

運転中に回転体（シャフトなど）へは，絶対に接近または接触しないで

ください。

巻き込まれけがのおそれがあります。

停電したときは，必ず電源スイッチを切ってください。…･…･………“･

けがのおそｵ1があります。

(参照ページ）

･…………12

12

12

(保守・点検）

･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって

実施してください。

感電や火災のおそれがあります。

･電源電圧は， ±10％以内で使用してください。………･ ･…･……･…． ．…・ ・

ブレーキが作動不良を起こし，焼損するおそれがあります。

13

1q
lJ

/ハ注 意
(全般）

･モータの仕様範囲以外で使用しないでください。 ･ ･ ･“･ ･…･…･ ･ ･…. .…………･…

感電， けが， 破損などのおそれがあります。

･エコノストップモータを， インバータで駆動しないでください。 ．………･……

ブレーキの動作不良により．焼損するおそれがあります。

･モータの開口部に，指や物を入れないでください。 …………･…･……………･

感電けが， 火災などのおそれがあります。

･損傷したモータを使用しないでください。 “…………･ ･ ･…“…･…･………･ ･…

けが、 火災などのおそれがあります。

･お客様による製品の改造は， 当社の保証範囲外ですので，責任は負いません。

･ネームフ。レートが常に見えるように，障害物を置かないでください。 ・ ・…･…

･ネームフ･レートを取り外さないでください。 …･…． ．…･”･…･ ･ ･ ･ ･…”…． ．…･ ･ ･ ･“

(参照ページ）

…･…･ ･…・ 6

６
６
６

６
６
６

(開梱）

･天地を確認のうえ， 開梱してください。 ………･…･………………･…

けがのおそれがあります。

･現品が注文どおりのものかどうか，確認してください。 …． ．……･…

間違った製品を設置した場合， けが，破韻などのおそれがあります。

６
６

(輸送・運搬）

運搬時は，落下，転偲llすると危険ですので，十分ご注意ください。 …･…･……・

吊りボルトがあるモータは，必ず吊りボルトを使用してください。

ただし，機械に据え付けた後， 吊りボルトで機械全体を吊り上げることは

避けてください。

吊り上げる前に， ネームプレート，梱包箱，外形図， カタログなどにより，

モータの質量を確認し， 吊り具の定格荷重以上のモータは吊らないでください。

吊りボルトの破損や落下, IIEf'1によるけが， 破損のおそれがあります。

７
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△ 意注

(据え付け・調整） （参照ページ）

･モータの周囲には，可燃物を絶対に置かないでください。 …………………………･ ･………8

火災の危険があります。

･モータの周囲には，通風を妨げるような障害物を置かないでください｡………･…･……･ ･ ･…・ 8

冷却が阻害され，異常加熱による爆発， 引火，やけどの危険があります。

･モータを負荷と結合する場合，心出し，ベルト張り， フ。－リの平行度などに ・ ・“…………・ ・ 9

ご注意ください。

直結の場合は，直結精度に注意してください。ベルト掛けの場合は，ベルト

張力を正しく調整してください。また，運転前には，プーリやカップ｡リング

の締め付けボルトは，確実に締め付けてください。

破片飛散によるけが，装置破損のおそれがあります。

･回転部分に触れないように， カバーなどを設けてください。 ・ ・……･ ･…………………･ ･“…・ 9

けがのおそれがあります。

･モータ単体で回転させる場合，主軸に仮付けしてあるキーを取り外してください。 ・ ・………・ 9

けがのおそれがあります。

･機械との結合前に， 回転方向を確認してください。 ……………･…･……･ ･…･ ･…･…･ ･ ･ ･……・ 9

けが，装置破損のおそれがあります。

･モータには絶対に乗らない，ぶら下がらないようにしてください｡ ･ ･…･…･…………･･………9

けがのおそれがあります。

･モータ軸端部のキー溝は，素手で触らないでください。 ．………･…･･ ･ ･…． ．………･…………9

けがのおそれがあります。

(配線）

･絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。 ･ ･ ･“･………･………･………･“･ ･ ･ ･………10

感電のおそれがあります。

･配線は，電気設備技術基準や内線規程に従って施工してください。 ………． ．…･…･…･……・ 10

焼損や火災のおそれがあります。

･保護装置は，モータに付属していません。……………………”･…･ ･ ･ ･ .…………･…･…………10

過負荷保護装置は．電気設備技術基準により、取り付けが義務づけられています。

過負荷保護装置以外の保護装置（漏電遮断器など）も設置することを推奨します。

焼損や火災のおそれがあります。

(運転）

･運転中，モータはかなり高温になります。手や体を触れないように注意してください。……12

やけどのおそれがあります。

･異常が発生した場合は，直ちに運転を停止してください。…･…･…･…･ ･…． .…･ ･………“…12

感電けが，火災などのおそれがあります。

･ブレーキライニングは摩耗します。取扱説明書に従って，定期的にギャップ。の点検を……12

行い，必要に応じてギャップを調整してください。

規定値以上のギャップで使用すると，モータが故障するおそれがあります。

･ライニングを交換した直後の制動トルクは，規定値の70％程度になることがあります｡……12

規定値の制動トルクが必要な場合は， 50～100回のなじみ運転をしてから使用してください。

(保守・点検）

･絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。…･･…･…･……･…･………………………13

感電のおそれがあります。

･モータのフレームは高温になるので，素手で触らないでください。 …･ ･……･………･ ･ ･ ･･…13

やけどのおそれがあります。

(修理・分解・改造）

･修理・分解・改造は，必ず専門家が行ってください。…………………･ ･……･…･…………・ ・ 13

感電けが，火災などのおそれがあります。

(廃棄）

’モータを廃棄する場合は，一般産業廃棄物として処理してください。’ ’
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EconostopMotor (エコノストップモータ）は，全鋼板製モータの内部に，ばね

制動のディスクブレーキを内蔵した無励磁制動形のブレーキモータです。

長期間にわたって， モータの良好な運転を維持するためには．使用者の正しい取

り扱いが必要です。

モータをご使用になる前に， この取扱説明書を熟読し， 正しい取り扱いをしてく

ださい。

383－1

全閉外扇・脚取付形 1.5kW4極の例

動作と構造説明

モータの電源をONすると, li｣|転磁界により

ローダは回転力を生じますが． 同時にブﾙ

ﾛｰﾀはこの回転磁界の方向を変えて軸方向

に磁気吸引力を生じます。

この吸引力が制動ばねの力に打ち勝って，

アーマチュア及びブレーキ板をプルロータに

吸引します。 このため， ライニングベースに

接着されたブレーキライニングからブレーキ

板を外し、 制動が解除されローダと一緒に回

転します。

制動が解除されると，一般のモータと同様に

回幅を始めます。

モータの寵源をOFFすると，プルロータの

吸リ|ﾉJがなくなり，制動ばねの力でブレーキ

板（及びアーマチュア）をブレーキライニン

グに押し付けてブレーキがかかります。

いわゆる． 無励磁制動形のブレーキモータで

す。

なお， 形式がEE形の場合は、 ファンがつい

ていません。

④⑤⑥⑦⑧ ⑨⑩⑪⑫
⑨

一
一
一

一
三
一

一
一
』
②
①
⑳

⑲

⑬ローダ

⑬予圧ばね
⑭キー
⑮出力軸
⑯軸受
⑰制動ばね
⑱ブレーキ板
（アーマチュア）

⑲止め輪
⑳軸受カバー

⑳スペーサ

G:ギャップ

⑭

用
じ
整
ト
ュ
グ
ト

⑨プルロータ

⑩フレーム
⑪ステータ
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1 現品到着時の点検

製品は，厳重な検査を行ったうえでお届けしていますが，念のため次の点をお調

べください。

(1) ご注文どおりの製品かどうかを，製品のネームプレートを見て確認してくだ

さい。

(2) 軸が回らないことを手で確認してください｡(本機は停止時に制動がかかって

います｡）

(3) 各部の締め付けねじ類が緩んでいないかどうか。

(4) 輸送中に生じた破損個所はないか。

以上のほかに，構造上に不審な点がありましたら，すぐに当社代理店または当社

営業所にご連絡ください。

A危険
(全般）

爆発性雰囲気中では，使用しないでください。防爆形モータを使用してください。

けが，火災などの原因になります。

活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業してください。

感電のおそれがあります。

運搬，設置，配管・配線運転・操作，保守・点検の作業は，専門知識のある人が実施して

ください。

感電けが． 火災などのおそれがあります。

エコノストップモータの品質管理には，万全を期しています。 しかし，万一故障が発生して，

ブレーキがきかなくなることを想定し，機械の安全対策には十分な配慮をしてください。

△注 意
(全般）

･モータの仕様範囲以外で使用しないでください。

感電けが，破損などのおそれがあります。

｡エコノストッフ．モータを， インバータで駆動しないでください。

ブレーキの動作不良により，焼損するおそれがあります。

･モータの開口部に，指や物を入れないでください。

感電けが，火災などのおそれがあります。

･損傷したモータを使用しないでください。

けが。火災などのおそれがあります。

･お客様による製品の改造は， 当社の保証範囲外ですので，責任は負いません。

･ネームフ・レートが常に見えるように，障害物を置かないでください。

・ネームプレートを取り外さないでください。
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1. 1 輸送・運搬

A注 意
･運搬時は，落下，転倒すると危険ですので， 十分ご注意ください。

吊りボルトがあるモータは，必ず吊りボルトを使用してください。

ただし，機械に据え付けた後， 吊りボルトで機械全体を吊り上げることは避けてください。

吊り上げる前に，梱包箱，外形図， カタログなどにより， モータの質量を確認し， 吊り具の
定格荷重以上のモータは吊らないでください。

吊りボルトの破損や落下，岻倒によるけが， 破損のおそれがあります。

(1) 運搬時は， モータリード線やモータ軸を持たないでください。けが，破損な

どのおそれがあります。

(2) 投げ置きは， 破損の原因となりますので，絶対にしないでください。

1.2開梱

△注 意
天地を確認のうえ， 開梱してください。

けがのおそれがあります。

現品が注文どおりのものかどうか，確認してください。

間違った製品を設置した場合， けが、 破損のおそれがあります。

2保管

モータを長期間保管する場合は，次のことを考慮してください。 ．

・清潔で乾燥した場所に保管してください。

・モータは屋内保管が原則ですが，やむをえず屋外に保管する場合は， カバーで

覆いをし，雨水やじんあいの侵入を防止してください。また， カバー内部の結

露は， モータに有害です。換気には，十分注意してください。

なお，保管中でも次の点検をときどき(1か月に1回程度） してください。

(1) 軸などの機械加工面には．念のためさび止めを塗布してください。

(2) 月に1回程度は， 5分間程度の空回し運転をしてください。

(3) モータにさびが発生していないか， ときどき調べてください。モータには，

さびが発生しないように防錆（せい）塗装をしていますが，保管条件によっ

てはさびが発生することがあります。

(4) 巻線の絶縁抵抗値を#!l1定し， 目安として3MQ以上あることを確認してくだ

さい。
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3据え付け

△危険
天井や壁にモータを取り付けて使用する場合,条件によっては落下のおそれがありますので，

使用可能な範囲についての詳細は， カタログや技術資料に従ってください。

けがのおそれがあります。

△ 息注

･モータの周囲には，可燃物を絶対に置かないでください。

火災の危険があります。

･モータの周囲には，通風を妨げるような障害物を置かないでください。

冷却が阻害され．異常過熱による爆発， 引火， やけどの危険があります。

3. 1 さび止め塗料の処理

出力軸端部やフランジ面には， さび止め塗料を塗っていますので．据え付けに先

立ち， この塗料をシンナで洗い落してください。その際ほかの部分にシンナを

付けないようにご注意ください。

3.2据え付け場所

据え付け場所は， できるだけ風通しがよく，点検容易な，次のような場所をお選

びください。

・屋内で腐食性ガス、爆発性ガスのない所

・冷媒温度 20～＋40℃の所

・ほこりやごみ，湿度の少ない所

3.3据え付け方向

据え付け方向は， 自由です。

3.4据えｲ寸け基礎

ベッドや基礎， または架台などは，モータの質量のほかに運転時の動的加重も加

わり，振動の発生原因になりますので，頑丈な構造にしてください。

また，モータの耐振性は，外部から加わる振動加速度0.5Gが限度ですので運転時

には，注意して下さい。
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4機械との連結

△注意
･モータを負荷と結合する場合，心出し，ベルト張り，プーリの平行度などにご注意ください。

直結の場合は，直結精度に注意してください。ベルト掛けの場合は， ベルト張力を正しく調

整してください。また，運転前には，プーリやカップリングの締め付けボルトは，確実に締
め付けてください。

破片飛散によるけが，装置破損のおそれがあります。

･回転部分に触れないように， カバーなどを設けてください。

けがのおそれがあります。

･モータ単体で回転させる場合，主軸に仮付けしてあるキーを取り外してください。

けがのおそれがあります。

･機械との結合前に， 回転方向を確認してください。

けが，装置破損のおそれがあります。

･モータには絶対に乗らない，ぶら下がらないようにしてください。

けがのおそれがあります。

･モータ軸端部のキー溝は， 素手で触らないでください。

けがのおそれがあります。

カップリングまたはプーリを取り付ける場合は, 'lilll受に損傷を与えないように｢は

めあい」の選択または「焼きばめ」などによる取り付け作業を行ってください。

無理な打ち込み作業はしないでください。

(1) カップリング直結の場合は， 図1に示す点にご注意ください。

。

してT6omm以下

ラ､

oノ

MII定

受カッブリンク直結
こす

最小の差がT:omm以下大，

図1 カップリング直結の例

(2) ギヤ連結は， モータと機械の軸を平行にし，歯面の中心に正しくかみ合わせ

てください。

(3) ベルト掛けは， モータと機械の軸を平行にし， 両プーリの中心を結ぶ線と軸

が直角になるようにしてください。

・平ベルト桂ﾄけの場合

速度比は6 : 1以下が望ましく，軸間距離は大きいプーリ径の5～6倍が適

当です。

･Vベルト掛けの場合

ベルトと小プーリの接触角度は120。以上とし，速度比は10： 1以下が適当

です。

これ以上の場合は， 2段にする必要があります。

I
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5配線

A危険
･電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してください。

感電や火災のおそれがあります。

･電源ケーブルやモータリード線を無理に曲げたり， 引っ張ったり， はさみ込んだりしないで

ください。

感電のおそれがあります。

･アース用端子を確実に接地してください。

感電のおそれがあります。

△ 息注

-絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

･配線は，電気設備技術基準や内線規程に従って施工してください。

焼損や火災のおそれがあります。

･保護装置は， モータに付属していません。

過負荷保護装置は，電気設備技術基準により，取り付けが義務づけられています。

過負荷保護装置以外の保護装置（漏電遮断器など） も設置することを推奨します。

焼損や火災のおそれがあります。

ヘ
ー〆

配線時のご注意

･配線は，電気設備技術基準内線規程，電力会社の規定に従ってください。配線

距離の長いときは，電圧降下が大きくなりますので，大きな線径のもので配線し
てください。

･運転中に， ケーブル引き込み口でケーブルを傷つけないよう配線してください。
Ｉ
』 ／

5. 1 電源ケーブル

電源ケーブルの目安を表1に示しています。

モータ焼損防止のための過負荷保護装置（ヒューズ、サーマルリレーなど）は，

モータの定格電流（ネームプレート記載値）に適合するものを使用してください。

ただし， モータの定格と過負荷保護装置の要領とが一致しない場合は， モータの

定格に近い上位の過負荷保護装置を選定してください。

表1 電源ケーブルの目安

超過目盛
電流計
A

配線の
最小径(銅）
ⅢⅢ

配線の
最大長さ(銅）
I、

手元ヒューズ
(B種）
A

接地線の
最小径(銅）
nml

モータ

出力
kW

手元lIM閉
器容量
A

５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ

蝸
一
恥
一
咽
岨
一
Ｍ

“

一

団

弘

兜

認

喝
一
喝
遍
一
喝
一
卯

喝
一
喝
鴫
一
喝
一
鋤

哩
鰹
一
硴
一
唖
一
型

岨

一

恥

媚

噸

岨
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5.2 リード線端子の接続

エコノストッフ･モータは， じか入れ始動にしてください。減電圧始動（ソフトス

タータ， スターデルタ始動器など） との併用はできません。

モータリード線と電源ケーブルとの接続は， 図2のように汎用モータと同様に行

ってください。

回転方向は，連結側から見て反時計方向回転を標準にしています。回転方向を変

更する場合は，電源側の⑧⑧①相のうち， どれか二相を接ぎ替えてください。

なお， スイッチへの接続については， ご使用されるスイッチの取扱説明書をご参

照ください。

U

悪の
Ｒ
Ｓ
Ｔ

源
ｗ
ｗ

電
加
型 )〔嘗禦!舘縫150/60Hz

60Hz

U

Ｒ
Ｓ
Ｔ

源
ｗ
ｗ

電
加
型 ) 〔鴬淵らみて）50/60Hz

60Hz w＝、-ノ

図2 電源ケーブルとモータリードの接続

5.3接地

△危険
アース用端子を確実に接地してください。

感電のおそれがあります。

アース用端子⑧は， 端子箱の内部またはモータ脚部（フランジ形の場合はフラン

ジ面裏側）に設けていますので， 「電気設備技術基準」 （第3種接地工事接地抵抗

値100Q)に従って、必ず接地してください。
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6運転

△危険
･端子箱のカバーを取り外した状態で運転しないでください。作業後は，端子箱のカバーを元

の位置に取り付けてください。

感電のおそれがあります。

･運転中に回転体（シャフトなど）へは，絶対に接近または接触しないでください。

巻き込まれけがのおそれがあります。

･停電したときは，必ず電源スイッチを切ってください。

けがのおそれがあります。’
△ 意注

･運転中， モータはかなり高温になります。手や体を触れないように注意してください。

やけどのおそれがあります。

･異常が発生した場合は，直ちに運転を停止してください。

感電けが．火災などのおそれがあります。

･ブレーキライニングは摩耗します。取扱説明書に従って，定期的にギャップの点検を行い，

必要に応じてギャップを調整してください。

規定値以上のギャップで使用すると． モータが故障するおそれがあります。

･ライニングを交換したときの制動トルクは，規定値の70％程度になることがあります。

規定値の制動トルクが必要な場合は, 50～100回のなじみ運転をしてから使用してください。

(1) 始動前に据え付け，機械との連結，配線ヒューズ，接地が，正しく行われ

ていることを確認してください。

(2) 始動時は， なるべく負荷を軽くして，全速になって全負荷をかけるようにし

てください。

(8) 負荷が適当か電流計で調べ， ネームプレートの電流値と比較して負荷を加減

してください。

(4) 運転中に停電したときは，思わぬ事故を起こすことがありますので．必ずス

イッチを切ってください。

(5) エコノストップモータの定格電圧は． ネームプレートを参照してください。

標準形は200V50/60Hz, 220V60Hzです。許容電圧変動は，定格電圧の

f10%です。

(6) エコノストップモータの巻線温度上昇は，基準冷媒温度（40℃）より，温度

計法で70K,抵抗法で75Kの温度まで高くても差し支えありません。モータ

外被の温度上昇は、巻線温度上昇より15～20℃低めです。

冷媒温度が40℃より高い場合は， 当社へお問い合わせください。

(7) エコノストップモータは，据え付け時やライニング交換後の初期制動トルク

が定格の70％程度のときがあります。 このような場合は，無負荷で50～100

回程度のなじみ運転をしてから使用してください。

12



7保守・点検

A危険
電源ケーブルとの結線は，端子箱内の結線図または取扱説明書によって実施してください。

感電や火災のおそれがあります。

電源電圧は， ±10％以内で使用してください。

ブレーキが動作不良を起こし，焼損するおそれがあります。

A 息注

・絶縁抵抗測定の際は，端子に触れないでください。

感電のおそれがあります。

・モータのフレームは高温になるので，素手で触らないでください。

やけどのおそれがあります。

･修理・分解・改造は，必ず専門家が行ってください。

感電けが， 火災などのおそれがあります。

7. 1 日常点検

主として始動・運転状態での異常の有無を点検します。

7.2軸受について

負荷側軸受にはシールド玉軸受を，反負荷側軸受には， ライニングの摩耗粉の影

響をさけるために接触形シール玉軸受を使用しています。

軸受の寿命は，モータの容量や回転速度あるいは周囲環境により，一定ではあり

ません。

シールド及び玉軸受は， グリースの交換ができませんので，グリースが消耗また

は劣化したら， リチウム系グリースを封入した表2のモータ用軸受と取り換えて

ください。

普通の運転では， 3～4年に1回程度の取り換えになります｡軸受は,モータ出力，

軸受番号を明示して当社代理店または当社へご要求ください。

表2 軸受番号

軸受番号ﾓｰﾀ出力
kW

ｌ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

旧
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

荷
蛇
哩
鰹
妬
妬

負
鯉
鯉
陀
唾
確

反負荷側

6202UU

6202UU

6203UU

6205UU

6205UU

叩
一
“
｜
雁
一
妬
型

(注）軸受番号のZZ:シールド玉軸受, UU:擴触形シール玉軸受です。
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7.3ブレーキライニングの寿命

ブレーキライニングの寿命は，負荷慣性モーメントの大小，すなわち停止時間の

長短により異なりますが,負荷慣性モーメント（モータ軸換算）がモータ慣性モー

メントと同等の場合の制動回数を表3に示します。

ブレーキの効きが悪くなったときは， ライニングの寿命がきたものとみなし、次

の処置を行ってください。

(1) 以前にギャップ調整を行っていない場合

項9のギャップ調整方法に従って，ギャップ調整を行ってください。ギャッ

プ調整によって，寿命は2倍に伸びます。

(2) 既にギャップ調整を1回行っている場合

ギャップ調整は, 1回だけ可能です。従って，項9のブレーキライニング取り

換え方法に従って，ブレーキライニングを取り換えてください。

ライニングは，モータ出力を明示して， 当社代理店または当社へご要求ください。

表3 許容制動回数

ギャップの初期値
、Ⅲ

許容制動回数
万回

ギャップの限界値
、Ⅲ

モータ出力
kW

哩
一
“
｜
硴
一
唖
一
理

汕
一
如
一
皿
一
ｍ
一
皿

0．5
ソ

】

(注)1

2

ギャップとは､5ページ構造図のG寸法のことです。

許容制動回数は､負荷慣性モーメント(モータ軸換算)がモータ慣性

モーメントと同一の場合の値を示しています。

8ギャップ調整方法及びブレーキライニング取り換え方法

次の順序で調整及び取り換えを行ってください。

なお，組立ては，分解と逆の順序で行ってください。

〃 (3)通しボルト4本
を外します。

(1)ファンカバーを

外します。

心
６

ひ
も
■

、

(2)軸の止め輪を外

し， ファンのセ

ットねじを緩め

た後ﾌｧﾝを

ドライバなどで

これて外しま

す。なお， 0．75

駅以下には，セ

ットねじが付い
ていません。

(4)ブラケット．ブ

レーキ部， ロー

ター体物を引き

出します。その

際モータのコイ

ルエンドを傷つ

けないよう注意

してください。

へ
洲

－

》
て

』

『
ロ
一

f-
8

、
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(8)ブラケットと

ライニング

ベースを締め

付けているね

じ4本を外し

ます。ねじに

は4個のギャ

ップ調整用ス

ペーサが取り

付けてありま

すので．紛失

しないようご

注意くださ

い。

(5)ギャップG寸・法

をすき|川ゲージ

で測定し1 表3
のギャップ限界

値(2mm)以上で

したら以下の処

置を行います。

ー

、典、‘

378－5012

(注)既にギャップ調整を1回行
っている場合,ギャップ調整用
スペーサはブラケットとライ
ニングベースの間にあります。

378-5008

(注)ギャップが2mm未満の場合，
ブレーキの効きが悪いのは"ラ

イニングの寿命"以外が原因で
す｡ 16ページの異常診断の手
引きに従って処置してくださ
い。

匙，
I
ロ

、
Ｕ
謬
稲
罐
噌

(6)ベアリングカ

バーを締め付け

ているボルト2

本を外します。

全 一

壱■

←＝
P

爵荘4千

、 378－5013

(9)ブラケット， ライニングベースを分解したとこ

ろです。以前にギャップ調整を行っていない場

合は､次項00に従ってギャップ調整|を行ってく
ださい。既にギャップ調整を1回行っている場

合は、 ここで|ブレーキライニングの取り換えを

378-5009

(注)組立て時にベアリ
ングカバーがうまく

締まらない場合は,左
図のように,まず通し
ボルトを使ってベア
リングカバーの穴の

位置を合わせ,その後
ボルトを片締めにな

らないように順次締
めてください。

行ってください。

(101ギャップ調整’

4個のギャッ

プ調整用ス

ベーサをブラ

ケットとライ

ニングベース

の間に敷き、

その後ねじを

締め付けま

す。下図はギ

ャップ調整後

のブラケット
とライニング

ベースの状態

です。

〔注意〕

ライニング面

に油を付けな

いでくださ

い。

淳一

378-5010

(7)ブラケット， ラ

イニングベース

体物をリ|き出し

ます。

378-5014
､

報
凸
ａ
■
、

と

3785011

■

3785015
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